
  

一 

情
報
通
信
技
術
の
活
用
に
よ
る
行
政
手
続
等
に
係
る
関
係
者
の
利
便
性
の
向
上
並
び
に
行
政
運
営
の
簡
素
化
及
び
効
率

化
を
図
る
た
め
の
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に

対
す
る
修
正
案 

情
報
通
信
技
術
の
活
用
に
よ
る
行
政
手
続
等
に
係
る
関
係
者
の
利
便
性
の
向
上
並
び
に
行
政
運
営
の
簡
素
化
及
び
効
率
化
を

図
る
た
め
の
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
修
正
す
る
。 

第
一
条
の
う
ち
第
九
条
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
項
の
改
正
規
定
中
「
（
条
例
又
は
規
則
」
を
「
（
条
例
等
」
に
改
め
、
「
、

条
例
又
は
規
則
」
の
下
に
「
（
次
項
に
お
い
て
「
条
例
等
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
、
同
改
正
規
定
の
次
に
次
の
改
正
規
定
を

加
え
る
。 

第
九
条
第
二
項
中
「
実
施
す
る
前
項
」
を
「
講
ず
る
第
一
項
」
に
改
め
、
「
情
報
の
提
供
」
の
下
に
「
、
技
術
的
及
び
財

政
的
援
助
」
を
加
え
、
「
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
を
「
講
ず
る
も
の
と
す
る
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第

三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

２ 

地
方
公
共
団
体
が
条
例
等
に
基
づ
く
手
続
を
手
続
等
に
準
じ
て
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
そ
の
他
の
情
報



 

二 

通
信
技
術
を
利
用
す
る
方
法
に
よ
り
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
第
十
一
条
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
書
面
等
で
あ
っ
て

当
該
条
例
等
の
規
定
に
お
い
て
申
請
、
届
出
そ
の
他
の
当
該
条
例
等
の
規
定
に
基
づ
き
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
行
わ
れ

る
通
知
（
裁
判
手
続
等
に
お
い
て
行
わ
れ
る
も
の
を
除
く
。
）
に
際
し
添
付
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
当
該
条
例
等
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
地
方
公
共
団
体
が
、
同
条
の
政
令
で
定
め
る
措
置
に
よ
り
、
直
接
に
、
又

は
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
、
当
該
書
面
等
に
よ
り
確
認
す
べ
き
事
項
に
係
る
情
報
を
入
手
し
、
又
は
参
照
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
き
は
、
特
別
な
事
由
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
添
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。 

第
一
条
の
う
ち
第
九
条
第
二
項
を
改
め
、
同
条
を
第
十
三
条
と
し
、
同
条
の
次
に
一
章
及
び
章
名
を
加
え
る
改
正
規
定
中

『
第
九
条
第
二
項
中
「
実
施
す
る
」
を
「
講
ず
る
」
に
改
め
、
同
条
』
を
「
第
九
条
」
に
改
め
る
。 

第
一
条
の
う
ち
第
六
条
を
改
め
、
同
条
を
第
九
条
と
し
、
同
条
の
次
に
一
条
、
一
節
、
節
名
及
び
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定

の
う
ち
、
第
十
一
条
中
「
住
民
票
の
写
し
」
を
「
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関

す
る
法
律
別
表
第
二
の
第
四
欄
に
掲
げ
る
特
定
個
人
情
報
が
記
載
さ
れ
た
書
面
」
に
改
め
、
第
十
二
条
第
二
項
中
「
準
じ

て
、
」
の
下
に
「
情
報
通
信
技
術
の
利
用
の
た
め
の
能
力
又
は
知
識
経
験
が
十
分
で
な
い
者
が
身
近
に
相
談
、
助
言
そ
の
他
の

援
助
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
機
会
の
確
保
、
当
該
援
助
を
行
う
た
め
に
必
要
な
資
質
を
有
す
る
者
の
確
保
及
び
配
置
そ
の
他



  

三 

の
年
齢
、
身
体
的
な
条
件
、
地
理
的
な
制
約
そ
の
他
の
要
因
に
基
づ
く
」
を
加
え
る
。 

第
一
条
の
う
ち
第
二
条
第
七
号
を
同
条
第
九
号
と
し
、
同
条
第
六
号
を
改
め
、
同
号
に
後
段
を
加
え
る
改
正
規
定
中
「
こ
の

条
」
の
下
に
「
、
第
十
三
条
第
二
項
」
を
加
え
る
。 

第
一
条
の
う
ち
第
一
条
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
中
第
二
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

２ 

情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
は
、
個
人
情
報
の
保
護
に
十
分
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
個
人
の
権
利
利
益
が

害
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
配
慮
し
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

第
二
条
の
う
ち
第
四
章
の
三
を
第
四
章
の
四
と
し
、
第
四
章
の
二
の
次
に
一
章
を
加
え
る
改
正
規
定
の
う
ち
第
三
十
条
の
四

十
四
の
二
中
「
第
二
十
六
条
」
の
下
に
「
及
び
第
二
十
六
条
の
二
」
を
加
え
る
。 

第
四
条
中
第
二
条
第
七
項
の
改
正
規
定
の
次
に
次
の
改
正
規
定
を
加
え
る
。 

第
二
条
第
十
四
項
中
「
並
び
に
同
条
第
八
号
」
を
「
、
同
条
第
八
号
」
に
改
め
、
「
条
例
事
務
関
係
情
報
提
供
者
」
の
下

に
「
並
び
に
同
条
第
八
号
の
二
に
規
定
す
る
行
政
機
関
等
及
び
地
方
公
共
団
体
」
を
加
え
、
「
又
は
第
八
号
」
を
「
か
ら
第

八
号
の
二
ま
で
」
に
改
め
る
。 

第
四
条
中
第
十
九
条
第
四
号
及
び
第
四
十
八
条
の
改
正
規
定
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 



 

四 

第
十
九
条
第
四
号
中
「
機
構
保
存
本
人
確
認
情
報
」
を
「
機
構
保
存
本
人
確
認
情
報
等
」
に
改
め
、
同
条
第
七
号
中
「
限

る
」
の
下
に
「
。
第
八
号
の
二
に
お
い
て
同
じ
」
を
加
え
、
同
条
第
八
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

八
の
二 
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
一
号
）
第
三
条
第

二
号
に
規
定
す
る
行
政
機
関
等
（
第
二
十
六
条
の
二
に
お
い
て
単
に
「
行
政
機
関
等
」
と
い
う
。
）
が
、
政
令
で
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
情
報
提
供
者
に
対
し
、
同
法
第
十
一
条
の
書
面
等
に
よ
り
確
認
す
べ
き
事
項
に
係
る
情
報
を
入
手

し
、
若
し
く
は
参
照
す
る
た
め
に
必
要
な
別
表
第
二
の
第
四
欄
に
掲
げ
る
特
定
個
人
情
報
の
提
供
を
求
め
た
場
合
又
は

地
方
公
共
団
体
が
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
情
報
提
供
者
に
対
し
、
同
法
第
十
三
条
第
二
項
の
書
面
等
に
よ

り
確
認
す
べ
き
事
項
に
係
る
情
報
を
入
手
し
、
若
し
く
は
参
照
す
る
た
め
に
必
要
な
同
欄
に
掲
げ
る
特
定
個
人
情
報
の

提
供
を
求
め
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
情
報
提
供
者
が
情
報
提
供
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
使
用
し
て
当
該
特
定
個

人
情
報
を
提
供
す
る
と
き
。 

第
四
章
第
二
節
中
第
二
十
六
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

（
第
十
九
条
第
八
号
の
二
の
規
定
に
よ
る
特
定
個
人
情
報
の
提
供
） 

第
二
十
六
条
の
二 

第
二
十
一
条
（
第
一
項
を
除
く
。
）
か
ら
第
二
十
五
条
ま
で
の
規
定
は
、
第
十
九
条
第
八
号
の
二
の
規



  

五 

定
に
よ
る
行
政
機
関
等
又
は
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
特
定
個
人
情
報
の
提
供
の
求
め
及
び
情
報
提
供
者
に
よ
る
特
定
個
人

情
報
の
提
供
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。 

第
四
十
八
条
中
「
機
構
保
存
本
人
確
認
情
報
」
を
「
機
構
保
存
本
人
確
認
情
報
等
」
に
改
め
る
。 

 

第
四
条
中
第
五
十
五
条
の
改
正
規
定
の
前
に
次
の
改
正
規
定
を
加
え
る
。 

 
 

第
五
十
条
中
「
第
二
十
六
条
」
の
下
に
「
及
び
第
二
十
六
条
の
二
」
を
加
え
る
。 

附
則
第
九
条
の
見
出
し
を
「
（
検
討
等
）
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

３ 

政
府
は
、
国
民
が
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
そ
の
他
の
情
報
通
信
技
術
を
利
用
す
る
方
法
に
よ
り
申
請
、
届

出
そ
の
他
の
手
続
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
単
に
「
手
続
」
と
い
う
。
）
を
行
う
こ
と
を
促
進
す
る
た
め
、
当
該
方
法
に
よ

る
手
続
に
係
る
手
数
料
の
費
用
効
果
分
析
の
結
果
を
踏
ま
え
た
減
額
又
は
免
除
、
当
該
方
法
に
よ
る
手
続
の
処
理
に
際
し
て

の
優
先
的
取
扱
い
そ
の
他
の
優
遇
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

附
則
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

（
関
係
法
律
の
整
備
） 

第
八
十
三
条 

こ
の
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
別
に
法
律
で
定
め
る
。 


